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令 和 4年 7月 号

大船渡市 0陸 前高田市 。住 田町の

交 通 事 故 発 生 状 況

【令和4年 6月 末現在、大船渡警察署管内】

大船渡警察署
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1 実施期間

令和4年 7月 15日 (金 )から7月 24日 (日 )の 10日 間

2 運動の重点

・ 暑さなどによる過労運転の防止

・ 高齢者と夏休 み中の子どもの交通事故防止

・ 飲酒運転の根絶

・ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい

着 用の徹底

3 スローガン

「締めました I」 乗る人みんなの 合言葉

<令和4年度夏の 通事故防止県民運動 >



大船渡警察署管内等の事故発生状況
(令和4年 6月 末現在 )
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40626本 年 22

43934前 年 28

-33-2 -8
前年比 -6

-7.5%-100.0% -23.5%増減率 -21.4'6
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406116 42本 年 248

439155 53前 年 231

-33-39 -11前年比 17

-7.5%-25.2% -20.3%
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損

増減率 7.4%

項 目 歩行者の事故 自転車の事故 子供の事故 青少年ドライバー 高齢者ドライバー 高齢歩行者の事故

年別 人 身 死者 傷者 人 身 死者 傷者 人身 死 者 傷者 人身 死者 傷者 人身 死者 傷者 人身 死者 傷者

本年

前年 0 11 15

前年比 -2 -2 -2 -1 -6 -1 -1

項 目 高齢自転車の事故 高校生の事故

年 別 人身 死者 傷者 人身 死 者 傷者

本 年

前 年

前年比

※「青少年・高齢ドライバー」とは、青少年(16～ 24歳 )高 齢者 (65歳以上 )

ドライバーが第1当事者となった事故をいう

※歩行者・自転車・子供(中学生以下)・ 高齢歩行者・高齢自転車・高校生

の事故とは、それぞれの対象者が関係した事故をいう
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※ ()書きは交通事故を伴うもの
※ 捜査後確定した件数があり
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合 計路線別 45号 10フ号 340号 343号 397号 主要・県道 市町村道 その他

当月 3 () 0 () 0 () 0 ) 4 ()0 () 0 () 0 () ()1

7 () 4 ) 0 () 22   ( )累計 10 () 1 () 0 () 0 () 0 )

人対車両 車両対車両 車両単独

正面衝突 側面衝突 出会頭 接触 追突 その他 転倒 逸 脱 その他
累計

人対車両

2212 0

交差 点安全 歩行妨害 #.nrnnl 7R'f,.T;i?EI 安全不確認信号無視 追越し等
| 21

一時不停止 飲酒運転
|

ハンドル等
|

HffiTffi,+I 右側通行
累計

動静不注視

l

安全速度
|

累計8～ 10 10～ 12 12～ 14 14～ 16 16～ 18 18～ 20 20～ 22 22～ 240～ 2 2～ 4 4～ 6 6～ 8

22

累計日曜 日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日曜 日

22件数

死亡事故

276日大船渡市 R3.9.27

陸前高田市 R3.7.6 359日

住田町 R3.12.23 192日

R4.6月 末 R3.6月 末R4.6月 中

3大船渡市 0(0) 4(1)

1(1),0(0) 0(0)陸前高田市

0(0) 0(0)住田町 0(0)

4(2)0(0) 4(1)合計

衝 突



令 和 4年 6月 末 現 在

種 別 6月 中の発生 本年6月 末 累計 前年同期比
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大船波警察署管内の治紫情勢
○ 令和4年 5月 末の刑法犯認知件数は31件であり、前年同期比で2件減少している。
○ 地域別の発生件数は、大船渡市20件 、陸前高田市6件、住田町0件である。
○ 罪種別では、窃盗犯が22件であり、全体の約 7割 を占めている。
○ 検挙件数は19件、検挙率は61、 3%で あり、窃盗犯が多くなっている。
○ 特別法犯は7件 を検挙しており、銃方法違反、児童ポルノ事件等を検挙している。

2 管内の刑法犯認 の検挙及 少年の 行件数

3 犯罪抑止への取組  .1     1
(1) 「特殊詐欺」への取組 : ・

〇 令和 4年 5月 末現在め特殊詐欺の被害状況

【岩手県】発生仲数1:i:イ |:111件  (前年同期比    -6件 )

被害:顧  |｀約5,790万 円 (前年同期比 +約 4,400万 円)

【当 署】発生伴数 | . 10件  (前年同期比     ± 0件 )

被害額 1■
:: :■ ・

0円  (前年同期比    ± 0円 )

○ 当署管内で特殊詐新ilの 被害認知はないが、還付金詐欺や架空料金請求詐欺の予兆

電話が発生 し、数多 :く :の 柑披が寄せ られているほか、金融機関において水際で被害

を防止 した事例もある。 | ・
1

0 「住宅対像侵入:窃盗」|卜の
｀
取組 |

〇 令和 4年 5月 末時点でti場芋県の住宅対象侵入窃盗の無施錠被害件数は70.0%で あり.

全国ワースト15位であiぅ 1ま 二11■ r
O 当署管内では、住宅対象侵入窃1盗を6件認知しており、6件 とも無施錠被害となってい

○ 今年度は、大船渡市末1崎 吋りl.「 平南アパー ト自治会」と三陸町越喜来の「仲区自治会」

を鍵かけモデル地区|=1淵i走iし、:鍵 |か けの励行に努めている。

0 「臀威事狙」べの取組■●
: .

○ 苓和4年 5月 1末現在|の:脅感事犯の発:生状況
【岩手県】認知件数il「 .  174件 (前年同期比 ⌒37件 )

行為者特定件数  103件 (特定率   59.2%)
【当 署】認知件数|;I.  5件 (前年同期比 ±0件 )

行為者特定件数 1 5件 (特定率   100,0%)
〇 認知件数 5件 のうち、1子 ども対象は2件 にとどまっており、防犯ポランティア等によ

登下校時間帯の見守リリ活動の効果が現れている。
○ 関係機関 との不審者:怜報の共有|、 ぴかぽメールやラジオを使用 した情報発信、地域に

ける「ながら見守り1」 φ確準||き努めている。                     
′

る

犯罪少年

検挙人員認知件数

升」

検挙人員

特 |]鴫 法犯

検挙人員

H23 139イ牛: 50人 12人 8人

1前年比
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R2 R3 R4.5末: lI130 一万Ｒ
．

区  分 I1291

3(+3)2 28犯罪少年 4

2 0(± 0)
11法少年 4

刑
法

0(生 0)2 02特別法犯少年

17 5(-2)73ぐ犯不良行為少年 140 :

り

○ 令和 3年中の少年事件は3件 (犯罪少年 1件、触法少年 2件)発生している。

○ 犯罪少年は、同級生に対する凶器使用の暴行事件 (暴力行為等処罰に関する法律

違反)で高校 3年男児を逮捕したもの。

○ 触法少年は、①母親に対する暴行事案で中学 2年男児を補導、②下着目的の空き

巣事案で中学1年男児を補導したもの。
｀      :、 デ i

O 特別法犯少年は、令和
:3年

中発生なし。

○ 少年補導は171件

`部

年比+9件)で
‐
あり、行為別では喫煙 8件、家出 5件、飲酒

2件、深夜徘イ回2件どなっている。

I令和4年】 :  .
○ 令和4年 5月 末の犯罪少年は3人 (前年同期比+3人)であり、内訳は

高校生12名 |に
1よ る建遷物侵入事件、消防士による強制わいせつ事件

マ韓 、ス
ヽαノ 蠅́′o    .:

触法少年、特別法犯少年は0人である。

【令和3年】

【岩手県

【当署】

○

○ 、
:内

訳は、

:人、14歳中学生の怠学 1人

(5)「児童虐待事案」⌒あ取組 .

○ 令和4年 61月 末の減扱:件数 |

【岩手県】.234件 |(前年同期比 29件減少)

【当署1  6件 (前年向知比 1件増加)

○ 態様別件数  =|卜  、 |
。身体的虐待

'(1着
手屈】ち0件 【当署12件

・ 性的虐待 :li差撃真ri 5件 【当署】10件

・ネグレクト
1 
齢 鷲i127件 |【当署】2件

。 心理的虐待 :Ⅲ
轄 単薦l129ゲ件 I当 薯】 7件

.1 .     =|.

(6)「配偶者暴力事案」1への取組

○ 令和 4年 6月 果の最扱件数

【岩手県】170件 (前年同期比 51件減少)

【当署】 5件 '(前年同期比 1件増加)

〇 うち刑法 ,特別法犯検挙

(面前DV 岩手県271件ギ当署 5件 )

】 23件 |(前年:同期比

1件|(赫苅比

・3件増加)

1件増加)
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